
＜競技中＞

・競技者の健康管理（熱中症等の注意喚起）

・自然災害等に関する情報収集

・不審者等防犯体制の確保

・会場、施設、設備、観客席、主変施設等の安全点検

＜閉会後＞

・状況に応じて帰着確認　・関係団体への報告

＜代表者会議、開会式＞

・事故防止に関する注意事項の説明

・緊急避難経路、避難場の確認

【未然防止の対応　１】
大会運営についてのマニュアル

資料　１

競技実施の判断
関係者へ漏れなく連絡

・連絡体制の事前確認

＜役員・補助員集合＞

・出欠確認、健康チェック、業務内容の確認

・緊急体制、AED設置場所、避難経路、救急車進入ルート等の確認

＜会場、施設、設備の安全点検＞

・競技場内外、観客席、施設、設備（ゴール等）、コート周辺の安全確認

報告連絡

大会実行委員会

・気象状況、地震、津波等の情報収集

・感染症等の情報収集

・会場、宿舎の状況確認

・危機管理に関する情報や対応策の共通理解

日本ハンドボール協会

担当者（　　　　　　　）

その他関係機関

機関名（　　　　　　　）

担当者（　　　　　　　）

＜報告事項＞

・火災（地震、台風等）

・事件、事故（救急搬送等）

・競技の中止、中断、再開

・競技結果

・その他連絡事項

＜連絡事項＞

・大会中止や注意喚起等

〇気象庁ホームページ

〇管区気象台

〇保健所

〇市区町村体育協会等

中止・延期

実 施

有事の際は危機管理マニュアルに沿って対応する



チェック チェック チェック

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□

□

□

日本協会他関係団体

３．連絡先の確認

４．開催地特有の危険予測事項等

警察署

管区気象台

本部役員

消防署

参加チームの宿泊先

災害対策委員

保健所

本部役員宿泊先

【未然防止の対応　２】
事故防止のための安全チェックリスト

資料　２

１．施設・設備・用具チェック

２．救急体制

設備 用具

ゴール

ベンチ

オフィシャル席

床面

壁

防球ネット

施設

避難経路

非常口

不審者侵入時 爆破予告等

急病者・負傷者 感染症

集団食中毒 不審物発見時

落雷・停電時 大雨洪水・暴風・竜巻発生時

Jアラート発令時 大雪注意報発令時

高温・低温注意報発令時 光化学スモック発令時

地震発生時 津波発生時

火災発生時 台風発生時

消火器観客席

非常灯

緊急車両進入ルート

Jアラート発令時避難場所

緊急放送設備

火災報知器

駐車場

外アップ場所

空調

AED



大会中止

全チームの帰着確認

（災害対策委員会）

〇全チームの帰宅方法、帰宅経路等を災害対策委員会は把握する。

〇帰宅が困難なチームへの情報提供等を行う。

〇場合によっては現地の避難所へ誘導する。

〇場合によっては現地の警察や消防所、開催地の行政の指示に従う。

〇避難経路の確認

〇避難経路の安全確認

又は体育館での待機（場所の確保）

避難行動

一次避難

大会中止か再開かの検討

（災害対策委員会）
大会継続

資料５「急病者・負傷者発生時

マニュアル」に従う

【緊急事態発生時の対応　１】
自然災害時対応マニュアル

資料　３

大会継続の指示

関連機関への報告

（災害対策委員長）

自然災害発生

（大雨・洪水・暴風・地震等）

身の回りの安全確保

災害対策委員会招集

（実行委員長）

被害状況の確認・避難の検討

（災害対策委員会）

事前の備え

（１）連絡系統の確率

　①携帯電話メールアドレス等の把握

　②災害用伝言サービスの活用方法の確認

　③各チームへの連絡方法、災害対策委員会の集合

（２）災害発生時の対応方法の検討

　①避難経路・避難場所の確認

　②緊急連絡網の準備

余震に注意する

現場での即時対応

（実行委員）

〇体育館管理者と情報交換を行う

〇地震の場合は必ず、津波の情報を確認し

たうえで避難方法の判断を行う

〇会場が複数ある場合は、会場間の情報交

換を必ず行う

負傷者救出

避難が必要避難の必要なし

人員点呼を各チームに

呼び掛ける



【緊急事態発生時の対応　２】
人的災害時対応マニュアル

資料　４

人的災害発生

（火災・事故・不審物等）

発見者は直ちに周囲の人に知らせる

事前の備え

・非常ベル、消火栓、消火器の所在の確認

・非常口、避難経路の確認

全チームの被害状況確認

（災害対策委員会）

〇被害のあったチームの被害状況を災害対策委員会は把握する（特に病院へ搬送された場合）。

〇帰宅が困難なチームへの情報提供等を行う。

〇場合によっては現地の避難所へ誘導する。

〇場合によっては現地の警察や消防所、開催地の行政の指示に従う。

119番通報

大会継続の指示

関連機関への報告

（災害対策委員長）

被害状況の確認・避難の検討

（災害対策委員会）

資料５「急病者・負傷者発生時

マニュアル」に従う

〇避難経路の確認

〇避難経路の安全確認

又は体育館での待機（場所の確保）

避難行動

一次避難

災害対策委員会招集

（実行委員長）

初期対応

・非常ベルを押す

・火災の場合は消火器での初期消火

大会継続
大会中止か再開かの検討

（災害対策委員会）

大会中止

二次災害に注意する

〇体育館管理者と情報交換を行う

〇会場が複数ある場合は、会場間の情報

交換を必ず行う

負傷者救出

避難が必要避難の必要なし

人員点呼を各チームに

呼び掛ける

明らかに被害が大きく

急を要する場合は

発見者が通報

必ず体育館管理

者に報告し、共

同して対応する



状況の記録

体育館管理者に通報したことを報告

救急車の進入経路の確認

救護係の応急手当

経過観察

【緊急事態発生時の対応　３】
急病者・負傷者発生時対応マニュアル

資料　５

事故発生

第一発見者は大声で応援を要請する

3人以上は人を集める

第一発見者は負傷者から目を離さない

意識の確認

状況の把握

<事前の備え＞

〇緊急時の医療機関、保健所等の連絡先の把握

〇救急車要請基準の確認

　・心肺停止・呼吸停止・意識障害・ショック症状

　（蒼白、脱力感、脈拍異常、冷汗、あくび等）

　・痙攣・多量出血・骨の変形・広範囲のやけど等

〇障害のある選手や要生活管理の選手は引率者が事前

の緊急時の対応方法について把握してくこと。

〇救護係の待機場所を事前に参加者に知らせておく

病院での受診

本部へ報告

その場の判断で

１１９番通報

緊急搬送先の病院の把握

関係機関への報告

（実行委員長）

AEDの準備
応急処置

（心肺蘇生法など）
救急搬送の判断

実行委員長の判断で１１９番通報

救急車の誘導

状況によっては実行委員

または、第一発見者が病

院まで付き添う

必要なし

必要あり



受診

通報

連絡 指示 届け出

調査

連絡 指示

受診

通報

連絡 指示 届け出

調査

開催地

保健所

開催地

衛生課

原因施設

日本ハンドボール協会
連絡調整

関連団体（協会）

所属地

保健所

大会終了後

患者・引率者

大会実行委員

連絡調整

医療機関

所属地

衛生課

大会実行委員 所轄保健所

所轄衛生課
公表

日本ハンドボール協会

関連団体（協会）

連絡調整

連絡調整

原因施設

【緊急事態発生時の対応　４】
食中毒発生時対応マニュアル

資料　６

大会期間中

患者・引率者

宿舎管理者
医療機関



【緊急事態発生時の対応　５】
不審者侵入時対応マニュアル

資料　７

複数での対応

「絶対に一人では対応しない」関係者以外の会場への立ち入り

大会の中止

大会継続

119番通報又は応急処置

（急病者・負傷者発生時対応マニュアル）

退去を求める

退去を求める

・体育館管理者に報告する

・いくつかの出入口を施錠し入口を減らす

・協力者を集める

・出入口に人を2名以上配置する

再び侵入

影響なし

影響あり

警察の応援

恐れがある

特別警戒対応

警察を誘導するものを配置する

●警察が来るまで複数人で対応する

・サスマタなど棒状の物で対応・椅子や机でバリケード

●場内放送で危険個所を伝え避難誘導する

「出入り口付近に不審者がいます。指導者の元へ集まり避難して

ください」

正当な理由あり

正当な理由がない
大会本部

怪しいと感じたら人を集め、3人以上で対応する（男性が望ましい）

対応者１

声をかける

対応者２

対応者１に付き添う

対応者３

本部に連絡

案内する

明らかに危険な人物の場合は、すぐに110番通報

再侵入の場合も、110番通報

こんにちは、何か御用

ですか？（間合いを取

りながら声をかける）

不審者かどうか？チェック１

特徴を把握しなが

ら声をかける

危害を加える恐れはあるか？チェック２

負傷者はいるか？チェック３

大会の継続が可能か？チェック４



●「対応区分」には「中止」「中断」「再開」などの対応について記入する。

●「内容・理由等」には、気象状況や突発的事象、進捗状況について記載する。

●「延期」「会場変更」等の場合は延期日や変更した会場等を記載する。

記入例

：

：

対応時刻 対応区分 内容・理由等

14:00

15:15

中断

再開

落雷による停電のため

電力回復のため

：

：

対応時刻

：

対応区分 内容・理由等

大会名

会　場

期　日 　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　（　　　）

【緊急事態発生後の報告　１】
緊急対応報告書

資料　８

報告者

氏　名

緊急連絡先

（携帯電話）

所　属

　　　　　－　　　　　　　　－



●迅速に記録し、記入漏れがないようにするため、「経過」「内容」から書き始め、傷病者のプロフィールはあ地から記載しても良い。

●この欄に記載できない場合は裏面に記載する。

：

：

：

：

経過（時刻） 内容（症状の変化、対応など）

：

：

区　分
１．生徒　　　２．引率者　　　３．外部指導者　　　４．役員　　　５．補助員　　　６．保護者

７．観覧者　　　８．その他

氏　名 区　分

※下段を参照し番号を入力

所　属 学　年

期　日 　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　（　　　）　　　時　　　分頃

傷病者

ふりがな 性　別 年　齢

緊急連絡先

（携帯電話）
　　　　　－　　　　　　　　－

大会名

発生場所

報告者

氏　名 所　属

【緊急事態発生後の報告　２】
傷病者経過観察記録用紙

資料　９

報告日時 年　　　　　月　　　　　日　（　　　）　　　　時　　　　分


